
 

 

 22

 

事 業 名 

事業主体及び 

提案者 

１６ やまと 太陽光発電設備設置プロジェクト 

やまとエコデザイン会議 
宇津木朋子 

事 業 内 容 

(詳細は別添資料

企画書概要、再提

案概要のとおり) 

「どういう問題を解決しようとしているか」 

市民・事業者が事業の企画・基金の募集を中心的に行い、市役所玄関屋根の上に太陽光

発電パネル、インバーター、発電量表示機等を設置し、電動自転車等の「充電」を行う施

設を建設する。設置後、設備は大和市に寄付する。 
市は、上記設備と市庁舎本体電源との系統連携設備を設置し、余剰電力を庁舎用電源と

して活用する。（設備の発電能力は、基金の募集状況により異なるが、最低限の目標を１

Kwとする。） 
市民と市は、協働して、市役所を訪れる市民・事業者に目に見えるかたちで自然エネル

ギー利用を訴え、利用促進を図るものとする。 
また「充電器」は電動自転車等の利用者に無料で使用してもらう。 

協働の内容 「具体的な協働の項目」 

協働する各セクターの役割 

市民活動団体の役

割 

太陽光発電装置への参加を呼びかけ、資金、労力提供の参加

者を募る。 
計画の遂行管理。 

市民・事業者 資金、労力の提供。 

行政の役割 庁舎施設の提供。 
（パネル設置場所、電動自転車充電場所、機器設置場所、表

示機設置場所） 
設備設置に関る相談や関連部門の調整。 
基金募集のための広報協力。 
設置前後の、自然エネルギー啓発の広報。 
系統連携工事一式。 
寄付された設備の維持管理。  

審 査 内 容 

(評価結果) 

 

 実現性が高い 熟度を高める

必要がある 

実現すること

が難しい 

提案者 ○   

行政所管課  ○環境総務課 

○契約管財課 

 

担当推進委員 ○   

コ メ ン ト 

（公開審査時） 

・維持管理費を含めた全体の仕組みづくりが不足では？（費用対効果） 

・行政の役割分担の明確化と次のステップ、この事業を何につなげていくのか。

（行政） 

・設備機器収納箱の具体的な三面図を作成してください。 

・破損時等の連絡系統の確立。 

・資金集めの具体的な方策をつめましょう。（一口 500 円？募金活動？）積極的

に集める方策を！ 

・基金の募集をもっと具体的に示してほしい。 

・これから何をなすべきかが、この話し合いで明確になった。提案者にさらに検

討してもらいたい。（推進委員） 

公開審査後の経過  

協働推進会議の 

意見 

・事業内容に具体性があり実現の可能性が高いと思われる。公開審査に

おいて課題が明確になっているため、継続して調整を行ない、協働事

業の実現に向け進めていだきたい。 

・募金のやり方が不透明である。市との協働事業には向かないのではな

いか。 

具体的に検討を

要請する事項 

提案者と行政とが基本的には協働事業に合意しているので、その具体

化に向けて進めていただきたい。そのため、次の点について検討いただ

きたい。 

・協働事業とする具体的な内容と役割分担 

・行政側として対応可能な事項 


